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研修実施責任者、指導医等の医師向け 

「医療教育用ＶＲ体験セミナー」を開催します 
 

 埼玉県は、臨床研修医や専攻医等の医師に対する教育面での活用が期待される医療

教育用ＶＲ研修資材の体験セミナーを開催します。本セミナーでは、既に導入された

医療機関での活用事例や効果などを、具体的に紹介します。また、医療教育でのＶＲ

活用を推進している株式会社ジョリーグッド社協力の下、参加者が実際にＶＲゴーグ

ルを装着し、体験できる時間を設けています。 

 

● 「医療教育用ＶＲ体験セミナー」概要 

１ 日 時 

 令和６年３月３日（日）１３時３０分～１６時００分（予定） 

２ 場 所 

 埼玉県総合医局機構地域医療教育センター 研修室 

 埼玉県さいたま市中央区新都心１－２ 埼玉県立小児医療センター南玄関８階 

３ プログラム 

 （１）講演 

  ・研修の概要、効果等について 

  ・導入済み施設での活用事例、導入メリットについて（市中病院、大学病院） 

 （２）ワークショップ 

４ 講 師 

 今本 俊郎 医師（埼玉医科大学総合医療センター） 

 坪井 謙 医師（さいたま市民医療センター） 

５ 受講者 

 医師（県内基幹型臨床研修病院、専門研修施設 臨床研修責任者、指導医 等）

令和６年２月２６日 

保健医療部 医療人材課 
医師確保対策担当 担当 木村、中川 

直通 048-601-4600 
E-mail:a3560-02@pref.saitama.lg.jp 
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※出席者は決まっており、一般入場はできませんので予めご了承ください。 

 

６ 医療教育用ＶＲ研修資材（ＶＲゴーグル）について 

  医療教育用ＶＲ研修資材（ＶＲゴーグル）とは、ＶＲゴーグルを装着するだけで、 

 医療現場での患者対応等のＶＲ教材動画を視聴できる学習ツールです。ゴーグル装 

 着者の視点で 3Dによる 360度の実写映像を体感できます。1コンテンツあたり 3～ 

 5分程度で、本セミナーでは複数のコンテンツを視聴できる機会を設けています。 

 

 【医療教育用ＶＲ研修資材（ＶＲゴーグル）に期待される効果】 

  ・場所や時間を選ばずに、医師が自分の都合に合わせて実際の医療現場を再現し 

  た体験をすることが可能です。 

  ・体験したい症例になかなか立ち会えないなど十分な臨床機会を持てない医師 

  が、臨場感あるＶＲで仮想体験することで、患者との距離感や表情などから、患 

  者のニーズを適切に読み取る力、適切な医療を提供する力を養うことができます。 

  ・３Ｄによる臨場感があり、実体験に近い感覚での学習が記憶定着の促進に役立 

  ちます。 

 

 


